日常生活状況　確認書
記載日：　　年　　月　　日

	氏名
	
	生年月日
	明・大・昭・平　　　年　　　月　　　日生（　　　歳）

	住所
	


■現在の生活状況について当てはまるところに○をつけてください。
　１，現在の生活環境　　入院　・　入所　（施設名　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　在宅　（単身　・　家族　と同居）
　　　　　　　　　　　　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

■日常生活能力について当てはまるところにチェックしてください。
※単身生活、または入所や在宅で家族と同居であっても支援者がいない状態を想定し、年齢相応の能力で判断してください。
（1） 適切な食事摂取について
· 問題なし（栄養のバランスを考え、自ら準備（購入・調理）して食べることができる）。

· 自ら準備（購入・調理）をして食べることができるが、栄養のバランスを考えることはできない。

· 食欲を抑えることができず、だれかが制限しなければ過剰に食べてしまう。

· こだわりが強く、特定のものを食べ続けることがある。

· 規則正しく、もしくは適切な食事時間に食べることができない。

· 食事制限しても、隠れて食べるなどしてしまう。

· 消費期限を守ることができない。
· その他（具体的な内容と、必要な援助について記入して下さい）

（2） 身辺の清潔保持について
· 問題なし（洗面・洗髪・入浴等の身体の衛生保持、身だしなみ、清掃等を自発的に適切にできる）。

· だれかが注意しなければ、清潔保持が十分にできず、不潔（だらしない）なことがある。

· 季節や気温にあった服装をすることができない。

· 清潔保持に対するこだわりが強く、過剰だったり、時間がかかり過ぎる。

· 洗濯をした衣類かどうかがわからない。
· その他（具体的な内容と、必要な援助について記入して下さい）

（3） 金銭管理と買い物について
· 問題なし（金銭を自分で適切に管理し、自発的に適切な買物ができる）。
· 小遣い程度の金銭であれば自分で管理できるが、生活費の管理はできない。

· だれかが制限しなければ、金銭を無計画につかってしまう。

· 収入に見合わない高額な買物をしたり、契約をしてしまう。

· 金銭に対するこだわり、執着心が強く、適切につかうことができない。

· 自発的に買物をすることがなく、ほとんど金銭をつかうことがない。

· 金銭の計算ができない、あるいは提示された額が分からないため、レジ等での支払いができない。

· 道に迷ったり、安全に行き帰りすることができないので、一人で買物に行くことができない。
· ＡＴＭが使用できない（暗証番号が覚えられない）
· その他（具体的な内容と、必要な援助について記入して下さい）


（４）通院と服薬について
· 問題なし（自発的に規則的に通院・服薬を行い、病状などについてうまく医師に伝えることができる）。
· 通院・服薬は自分で管理することができるが、病状などをうまく医師に伝えることはできない。

· 通院・服薬の必要性をあまり感じておらず、自らは行わなかったり、医師の指示に従うことができない。

· 通院・服薬を忘れてしまったり、薬を飲み間違えることがあるため、自分で管理することができない。

· 道に迷ったり、安全に行き帰りすることができないので、一人で通院することができない。

· 保険証などを管理したり、医療費の支払いや診察の予約などが一人でできない。

· その他（具体的な内容と、必要な援助について記入して下さい）

（5） 他人との意志伝達及び対人関係について
· 問題なし（他人の話を聞き取り、自分の意思を相手に適切に伝え、他人との適切な付き合いができる）。

· 他人の話をきちんと聞き取り、正確に理解することができない。

· 一方的に自分の意思を伝えようとし、相手の状況を考えることができない。

· 話の意図を理解出来ず、言葉通りにしか理解できないため、例え話や冗談が通じにくい。

· 感情のコントロールが上手く出来ないため、他人と適切に付き合うことができない。

· なれなれしくなり過ぎたり、逆に警戒心が強すぎるなど、他人と適切に距離をとることができない。

· 自分の立場や状況を考えて発言したり、マナーを守って行動することができない。

· うまくいかないことがあった際など、自分に非を認めず、家族や他人のせいにすることが多い。

· 意欲が乏しく、自分から意思を伝えたり、他人との交流を持とうとしない。

· その他（具体的な内容と、必要な援助について記入して下さい）


（６）身辺の安全保持及び危機対応について
· 問題なし（危機から身を守る能力がある、あるいは危機的状況でパニックにならずに他人に援助を求めることができる）。

· 危機的状況ではパニックになり、適切な対処ができない。

· 医師などから止められていることや、できそうもないことを行おうとして危険なことがある。

· タバコの火やガスの始末、家の戸締りなど安全のための管理ができない。

· キャッチセールや迷惑メールなどに適切に対応できない。

· その他（具体的な内容と、必要な援助について記入して下さい）


（７）社会的手続きや公共施設の利用について
· 初めての場所に一人で公共交通を使用して出かけることができない。

· 施設や病院などとの連絡・調整や、役所などでの必要書類の作成ができない。

· カレンダーやスケジュール帳を利用して予定を管理できない。
· 銀行での金銭の出し入れができない。
· その他（具体的な内容と、必要な援助について記入して下さい）

（８）趣味・娯楽への関心、文化的社会的活動への参加について
· ニュースや地域でのできごとに興味がない。
· 趣味活動や娯楽に関心がない。
· 地域のまつりや行事、部活動やサークル、ボランティア活動などに参加することができない。

　（９）その他

· ムッとする、イライラする、怒ることが発症、受傷前より多い。

· 子どもっぽくなり、年齢にそぐわない甘えや依存がある。

· 他人や自分を傷つける、暴力を振るう、物を壊すなどの行動が認められるようになった。

· 手をいつまでも洗っている、電気を消して回るなど、強いこだわりが認められるようになった。

· 他人が迷惑と感じるような強い思い込みがある。

· 万引き、恐喝など反社会的行動がある。
· 起床・就寝時間を守ることができない。

· スケジュールに沿って行動できない。

· その他（日常生活や社会生活で困っていることの具体的な内容と、必要な援助について記入して下さい）

· 就労している場合は、職場での状況についても記入して下さい。


■現在の障害福祉等のサービスの利用状況について
日常生活、就学、就労等の場面において、現在援助を受けている場合には、どのような援助をどの程度受けていますか。

例）名古屋市総合リハビリテーションセンターの自立訓練（機能訓練）に入所し、歩行訓練や日常生活動作の訓練を受けている。

＊高次脳機能障害の精神障害者保健福祉手帳は受傷、発症の前にはみられなかった症状が出現して、日常生活や社会生活に障害があることを証明するものです。可能な範囲で以前との違いがわかるように記入しましょう。



























